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評論 2011年の北海道  
烈になることも予想される。しかし，駅前に人が集まっているように，両社の企業文化の  
壁を乗り越え，ブランドの見直しや効率的な運営など経営統合の強みを適切に活かすこと  









上げるはずだからである。   
消費不況や経営統合など，百貨店を取り巻く経営環境がたとえ厳しくても，その品揃え  
が魅力的に見える限り，再生への灯りはともり続けるはずである。  












内閣発足直後の『朝日新聞』に掲載された，「野田内閣 閣僚の横顔」のなかでは，鉢呂  
経産相について，つぎのような言及がなされている3）。  
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◆「1次産業のプロ」自任 鉢呂吉雄氏 63 経済産業 原子力経済被害   
国対委員長として，「ねじれ国会」に突入した昨秋の臨時国会を陣頭指揮。野党の日  
程要求を次々とのむ「べた折れ路線」で臨んだが，野党の協調は得られず，年明けの通  
常国会を前に交代した。   
旧社会党出身。元農協職員で「1次産業のプロ」を自任。支持者に農家が多く，環太  
平洋経済連携協定（TP．P）への対応は焦点だ。地元には北海道電力泊原発があり，原  
発へのゆかりも深い。エネルギー政策の見直しとも向き合わなければならない。   

















えられていた8）。   
さて，この鉢呂経産相が，問題発言＝“失言”をしたのである。その事実を報じた9月  
9日の『朝日新聞』夕刊の記事を引用しよう9）。   
【原発被災地「死の街」 鉢呂経産相，会見で発言】   
鉢呂吉雄経済産業相は9日の閣議後会見で，前日に野田佳彦首相らと視察に訪れた福島  
県の東京電力福島第一原子力発電所の周辺市町村について，「市街地は人っ子一人いな  
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い，まさに死の街という形だった」と述べた。   
経産相は野田首相の発言を引用し「福島の再生なくして，日本の元気な再生はない」と  
も述べたが，多くの人々がふるさとをはなれざるをえない状況のなか，原発事故の被災地  









定した」のであった11）。   
それが，11日の紙面になると，状況は一変し，「鉢呂経産相が辞任 就任9日目，『放  
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8）鉢呂経産相が，原発に否定的であったことを示すものとして，みんなの党代表の渡辺喜美・代表の発   
言－「鉢呂前大臣は，総合資源エネルギー調査会の委員の人選で，当初三名だった脱原発派に九名か  
ら十名を加えて，原発続行賛成，反対を半々にする人事案を固めていたそうです」一をあげることが   









13）『第百七十八回国会 衆議院会議録 第二号』2011年9月14日，1頁。  
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